
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】薬剤を安定に保持し、かつ高い輸率で経皮的に

投与するためのイオントフォレーシス用組成物および電

極構造体を提供すること。

【解決手段】イオン性薬剤Ａと、非イオン性医薬添加剤

Ｂとを含有するイオントフォレーシス用組成物およびこ

の組成物を保持する電極構造体であり、医薬添加剤は非

イオン性であるため、通電時にはイオン性薬剤の電気泳

動による移動を妨げず、イオン性薬剤の高い輸率を確保

し、非通電時にはイオン性薬剤の物理化学的状態を安定

化させる。前記非イオン性医薬添加剤が、メチルパラベ

ン、クロロブタノール、パラオキシ安息香酸イソブチル

、パラオキシ安息香酸イソプロピル、パラオキシ安息香

酸エチル、パラオキシ安息香酸ブチル、パラオキシ安息

香酸プロピル、パラオキシ安息香酸メチルおよびＤ－ソ

ルビルトールからなる群から選択される少なくとも一つ

のものである。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 イ オ ン 性 薬 剤 と 、 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 イ オ ン ト フ ォ
レ ー シ ス 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 が 保 存 剤 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用
組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 が 、 メ チ ル パ ラ ベ ン 、 ク ロ ロ ブ タ ノ ー ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香
酸 イ ソ ブ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 エ チ ル 、 パ ラ オ キ
シ 安 息 香 酸 ブ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 プ ロ ピ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 メ チ ル お よ び D-ソ
ル ビ ト ー ル か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の も の で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の イ
オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 組 成 物 を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 、 イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用 電 極 構
造 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 イ オ ン 性 薬 剤 の 薬 剤 成 分 と 同 種 の 極 性 の 電 源 に 接 続 さ れ た 電 極 と 、 該 電 極 に 隣 接 し て 配
置 さ れ た 電 解 液 を 含 浸 保 持 す る 電 解 液 保 持 部 と 、 該 電 解 液 保 持 部 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た イ
オ ン 性 薬 剤 の 帯 電 イ オ ン と 反 対 の イ オ ン を 選 択 す る イ オ ン 交 換 膜 と 、 該 イ オ ン 交 換 膜 に 隣
接 し て 配 置 さ れ た 、 前 記 イ オ ン 性 薬 剤 と 、 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 と を 含 有 す る 組 成 物 を 含
浸 保 持 す る 薬 液 保 持 部 と 、 該 薬 液 保 持 部 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 、 前 記 イ オ ン 性 薬 剤 の 帯 電
イ オ ン と 同 種 の イ オ ン を 選 択 す る イ オ ン 交 換 膜 と か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 イ オ
ン ト フ ォ レ ー シ ス 用 電 極 構 造 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 が 保 存 剤 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用
組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 が 、 メ チ ル パ ラ ベ ン 、 ク ロ ロ ブ タ ノ ー ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香
酸 イ ソ ブ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 エ チ ル 、 パ ラ オ キ
シ 安 息 香 酸 ブ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 プ ロ ピ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 メ チ ル お よ び D-ソ
ル ビ ト ー ル か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の も の で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の イ
オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス （ iontophoresis） に よ っ て 各 種 イ オ ン 性 薬 剤 を 経 皮
的 に 投 与 す る 技 術 （ 経 皮 ド ラ ッ グ デ リ バ リ ー ） に 関 し 、 特 に 、 薬 剤 を 長 期 間 安 定 に 保 持 し
、 か つ 高 い 輸 率 で 経 皮 的 に 投 与 す る 上 で 有 用 な イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用 組 成 物 お よ び 電 極
構 造 体 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 体 の 所 定 部 位 の 皮 膚 な い し 粘 膜 （ 以 下 、 単 に 「 皮 膚 」 と い う ） の 表 面 上 に 配 置 さ れ た
イ オ ン 性 薬 剤 に 対 し て こ の イ オ ン 性 薬 剤 を 駆 動 さ せ る 起 電 力 を 皮 膚 に 与 え て 、 薬 剤 を 皮 膚
を 介 し て 体 内 に 導 入 （ 浸 透 ） さ せ る 方 法 は 、 イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス （ iontophoresis、 イ
オ ン ト フ ォ レ ー ゼ 、 イ オ ン 導 入 法 、 イ オ ン 浸 透 療 法 ） と 呼 ば れ て い る （ 特 許 文 献 １ 等 参 照
） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 た と え ば 、 正 電 荷 を も つ イ オ ン は 、 イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 装 置 の 電 気 系 統 の ア ノ ー ド （
陽 極 ） 側 に お い て 皮 膚 内 に 駆 動 （ 輸 送 ） さ れ る 。 一 方 、 負 電 荷 を も つ イ オ ン は 、 イ オ ン ト
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フ ォ レ ー シ ス 装 置 の 電 気 系 統 の カ ソ ー ド （ 陰 極 ） 側 に お い て 皮 膚 内 に 駆 動 （ 輸 送 ） さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う な イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 装 置 と し て は 従 来 多 く の 提 案 が な さ れ て い る 。 （ た
と え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の よ う な イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 装 置 に お い て は 、 十 分 な 治 療 効 果 を 確 保 す る た め イ
オ ン 性 薬 剤 を 高 い 輸 率 に て 生 体 へ 投 与 す る こ と が 求 め ら れ る 。 し か し な が ら 、 保 存 期 間 中
に イ オ ン 性 薬 剤 の 物 理 化 学 的 状 態 を 保 持 す る た め 、 イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 装 置 に お い て イ
オ ン 性 薬 剤 と と も に 医 薬 品 添 加 剤 を 使 用 す る 場 合 、 通 電 時 に 、 医 薬 品 添 加 剤 が イ オ ン 性 薬
剤 と 競 合 し 、 輸 率 の 低 下 を 招 く こ と が あ る 。 し た が っ て 、 イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 装 置 に お
い て 、 薬 剤 を 安 定 に 保 持 し 、 か つ 薬 剤 の 高 い 輸 率 を 確 保 す る こ と は 、 重 要 な 課 題 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ３ － ３ ５ ２ ６ ６ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ４ － ２ ９ ７ ２ ７ ７ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ９ １ ２ ８ 号
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ９ １ ２ ９ 号
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ７ ３ ２ ７ 号
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ７ ３ ２ ８ 号
【 特 許 文 献 ７ 】 国 際 公 開 Ｗ Ｏ ０ ３ ／ ０ ３ ７ ４ ２ ５ Ａ １
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 非 通 電 時 に は イ オ
ン 性 薬 剤 を 安 定 に 保 持 し 、 か つ 通 電 時 に は 高 い 輸 率 に て 生 体 内 へ 移 行 さ せ る こ と を 可 能 と
す る イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 組 成 物 お よ び 電 極 構 造 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に よ る イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用 組 成 物 は 、 イ オ ン
性 薬 剤 と 、 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 本 発 明 に よ る イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用 電 極 構 造 体 は
、
　 イ オ ン 性 薬 剤 の 薬 剤 成 分 と 同 種 の 極 性 の 電 源 に 接 続 さ れ た 電 極 と 、 電 極 に 隣 接 し て 配 置
さ れ た 電 解 液 を 含 浸 保 持 す る 電 解 液 保 持 部 と 、 電 解 液 保 持 部 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た イ オ ン
性 薬 剤 の 帯 電 イ オ ン と 反 対 の イ オ ン を 選 択 す る イ オ ン 交 換 膜 と 、 イ オ ン 交 換 膜 に 隣 接 し て
配 置 さ れ た 、 イ オ ン 性 薬 剤 と 、 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 と を 含 有 す る 組 成 物 を 含 浸 保 持 す る
薬 液 保 持 部 と 、 薬 液 保 持 部 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 、 イ オ ン 性 薬 剤 の 帯 電 イ オ ン と 同 種 の イ
オ ン を 選 択 す る イ オ ン 交 換 膜 と か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 に よ る イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用 組 成 物 お よ び 電 極 構 造 体 に お い て は 、
イ オ ン 性 薬 剤 と と も に 、 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 を 含 有 す る よ う に し た の で 、 イ オ ン 性 薬 剤
を 安 定 に 保 持 す る と と も に 、 通 電 時 に は 、 イ オ ン 性 薬 剤 の 高 い 輸 率 を 確 保 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　
　 本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 を 含 有 す る こ と を 一 つ の 特 徴 と す る も の
で あ る 。 本 発 明 に お け る 医 薬 添 加 剤 は 非 イ オ ン 性 で あ る た め 、 通 電 時 に は イ オ ン 性 薬 剤 の
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電 気 泳 動 に よ る 移 動 を 妨 げ ず 、 イ オ ン 性 薬 剤 の 高 い 輸 率 を 確 保 し 、 非 通 電 時 に は イ オ ン 性
薬 剤 の 物 理 化 学 的 状 態 を 安 定 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お け る 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 は 、 好 ま し く は 保 存 剤 と さ れ る 。 さ ら に 、 非 イ オ
ン 性 医 薬 添 加 剤 は 、 好 ま し く は メ チ ル パ ラ ベ ン 、 ク ロ ロ ブ タ ノ ー ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸
イ ソ ブ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 エ チ ル 、 パ ラ オ キ シ
安 息 香 酸 ブ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 プ ロ ピ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 メ チ ル ま た は D-ソ ル
ビ ト ー ル か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お け る イ オ ン 性 薬 剤 と の 具 体 例 と し て は 、 例 え ば 、 麻 酔 剤 （ 塩 酸 プ ロ カ
イ ン 、 塩 酸 リ ド カ イ ン 等 ） 、 胃 腸 疾 患 治 療 薬 （ 塩 化 カ ル ニ チ ン 等 ） 、 骨 格 筋 弛 緩 剤 （ 臭 化
バ ン ク ロ ニ ウ ム 等 ） 、 抗 生 物 質 （ テ ト ラ サ イ ク リ ン 系 製 剤 、 カ ナ マ イ シ ン 系 製 剤 、 ゲ ン タ
マ イ シ ン 系 製 剤 ） 、 ビ タ ミ ン （ ビ タ ミ ン Ｂ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｂ １ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｅ
等 ） 、 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン （ ヒ ド ロ コ ル チ ゾ ン 系 水 溶 性 製 剤 、 デ キ サ メ サ ゾ ン 系 水 溶 性 製 剤
、 プ レ ド ニ ソ ロ ン 系 水 溶 性 製 剤 等 ） 、 抗 生 物 質 （ ペ ニ シ リ ン 系 水 溶 性 製 剤 、 ク ロ ウ ム フ ェ
ニ コ ー ル 系 水 溶 性 製 剤 ） 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ る 組 成 物 に お い て 、 イ オ ン 性 薬 剤 と 、 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 と
の 好 ま し い 組 み 合 わ せ は 、 上 述 さ れ る イ オ ン 性 薬 剤 と 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 と か ら 選 択 さ
れ る も の と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 組 成 物 に お い て 、 上 述 の イ オ ン 性 薬 剤 お よ び 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 物
の 他 、 水 、 電 解 液 等 を 適 宜 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 組 成 物 に お い て は 、 イ オ ン 性 薬 剤 お よ び 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 の 量
お よ び そ れ ら の 比 率 は 、 個 々 の 疾 患 に お け る イ オ ン 性 薬 剤 の 必 要 量 、 イ オ ン 性 薬 剤 の 安 定
性 等 に 応 じ 、 当 業 者 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 イ オ ン 性 薬 剤 と 、 上 記 医 薬 添 加 剤 と を 適 宜 混 合 す る こ と
に よ り 製 造 さ れ る 。 温 度 、 攪 拌 速 度 等 の 混 合 条 件 は 、 イ オ ン 性 薬 剤 お よ び 非 イ オ ン 性 医 薬
添 加 剤 の 性 質 等 を 勘 案 し て 適 宜 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　
　 本 発 明 に よ る イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用 電 極 構 造 体 は 、 上 述 の イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 用 組
成 物 を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 電 極 構 造 体 を 、 図 面 に 例 示 し た 好 ま し い 具 体 例 に 基 づ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す 態 様 は 、 作 用 電 極 構 造 体 ２ と し て 、 本 発 明 に よ る 電 極 構 造 体 を 備 え た イ オ ン
ト フ ォ レ ー シ ス 装 置 １ が 皮 膚 ７ の 表 面 に 配 置 さ れ た 状 態 を 示 す も の で あ る 。 イ オ ン ト フ ォ
レ ー シ ス 装 置 １ は 、 さ ら に 、 電 源 装 置 ２ と 、 作 用 電 極 構 造 体 ２ の 対 電 極 と し て の 非 作 用 電
極 構 造 体 ３ （ グ ラ ン ド 電 極 構 造 体 ） と を 備 え て い る 。 そ し て 、 作 用 電 極 構 造 体 ２ は 、 電 源
装 置 ３ に お け る 薬 剤 Ａ の 帯 電 イ オ ン と 同 種 の 極 性 側 に 、 コ ー ド ５ を 介 し て 接 続 さ れ た 電 極
２ １ と 、 電 極 ２ １ に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 電 解 液 を 含 浸 保 持 す る 電 解 液 保 持 部 ２ ２ と 、 電 解
液 保 持 部 ２ ２ に 隣 接 し て 配 置 さ れ た イ オ ン 性 薬 剤 Ａ の 帯 電 イ オ ン と 反 対 の イ オ ン を 選 択 す
る イ オ ン 交 換 膜 ２ ３ と 、 イ オ ン 交 換 膜 ２ ３ に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 、 イ オ ン 性 薬 剤 Ａ と 、 非
イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 Ｂ と を 含 有 す る 組 成 物 を 含 浸 保 持 す る 薬 液 保 持 部 ２ ４ と 、 薬 液 保 持 部
３ ４ に 隣 接 し て 配 置 さ れ た イ オ ン 性 薬 剤 Ａ の 帯 電 イ オ ン と 同 種 の イ オ ン を 選 択 す る イ オ ン
交 換 膜 ２ ５ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 一 方 、 非 作 用 電 極 構 造 体 ４ は コ ー ド ６ を 介 し て 電 源 装
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置 ３ に 接 続 さ れ て お り 、 作 用 電 極 構 造 体 ２ に お け る 電 極 ２ １ と 反 対 の 極 性 の 電 極 ４ １ と 、
電 極 ４ １ に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 電 解 液 を 含 浸 保 持 す る 電 解 液 保 持 部 ４ ２ と 、 電 解 液 保 持 部
４ ２ に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 、 イ オ ン 性 薬 剤 の 帯 電 イ オ ン と 反 対 の イ オ ン を 選 択 す る イ オ ン
交 換 膜 ４ ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 通 り 、 通 電 前 に あ っ て は 、 イ オ ン 性 薬 剤 Ａ は 、 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 Ｂ
に よ り 薬 液 保 持 部 ２ ４ 中 に 安 定 に 保 持 さ れ る 。 そ し て 、 図 ２ に 示 さ れ る 通 り 、 通 電 時 に は
イ オ ン 性 薬 剤 Ａ は 、 電 場 （ 電 界 ） に よ り 電 極 ２ １ の 反 対 側 へ 泳 動 し て 、 イ オ ン 交 換 膜 ２ ５
を 介 し て 効 率 的 に 放 出 さ れ る 。 こ の 際 、 医 薬 添 加 剤 Ｂ は 非 イ オ ン 性 で あ る た め 、 イ オ ン 性
薬 剤 Ａ は 、 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 に 電 気 泳 動 を 妨 げ ら れ ず 、 効 率 的 に 皮 膚 中 に 投 与 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に お け る 電 極 構 造 体 の 電 極 と し て は 、 例 え ば 、 炭 素 、 白 金 の よ う な 導 電 性 材 料 か
ら な る 不 活 性 電 極 が 好 ま し く 用 い ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 電 解 液 保 持 部 と し て は 、 電 解 液 を 含 浸 保 持 す る 特 性 を 有 す る 薄 膜 体 で 構 成 す る こ
と が で き る 。 な お 、 こ の 薄 膜 体 は 、 後 述 す る イ オ ン 性 薬 剤 を 含 浸 保 持 す る た め の 薬 液 保 持
部 に 使 用 さ れ る 材 料 と 同 種 の も の が 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 電 解 液 と し て は 、 適 用 す る 薬 剤 等 の 条 件 に 応 じ て 適 宜 所 望 の も の が 使 用 で き る が
、 電 極 反 応 に よ り 生 体 の 皮 膚 に 障 害 を 与 え る も の は 回 避 す べ き で あ る 。 本 発 明 に お い て 好
適 な 電 解 液 と し て は 、 生 体 の 代 謝 回 路 に お い て 存 在 す る 有 機 酸 や そ の 塩 は 無 害 性 と い う 観
点 か ら 好 ま し い 。 例 え ば 、 乳 酸 、 フ マ ル 酸 等 が 好 ま し く 、 具 体 的 に は 、 １ Ｍ の 乳 酸 と １ Ｍ
の フ マ ル 酸 ナ ト リ ウ ム の １ ： １ 比 率 の 水 溶 液 が 好 ま し い 。 こ の よ う な 電 解 液 は 、 水 に 対 す
る 溶 解 度 が 高 く 、 電 流 を よ く 通 す も の で あ り 、 定 電 流 で 電 流 を 流 し た 場 合 、 電 気 抵 抗 が 低
く 電 源 装 置 に お け る ｐ Ｈ の 変 化 も 比 較 的 小 さ い た め 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 電 極 構 造 体 に 使 用 さ れ る イ オ ン 交 換 膜 と し て は 、 カ チ オ ン 交 換 膜 と ア ニ オ ン 交 換
膜 を 併 用 す る こ と が 好 ま し い 。 カ チ オ ン 交 換 膜 と し て は 、 好 ま し く は 、 （ 株 ） ト ク ヤ マ 製
ネ オ セ プ タ （ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ Ｅ Ｐ Ｔ Ａ ， Ｃ Ｍ ― １ 、 Ｃ Ｍ ― ２ 、 Ｃ Ｍ Ｘ 、 Ｃ Ｍ Ｓ 、 Ｃ Ｍ Ｂ 、 Ｃ Ｌ Ｅ
０ ４ － ２ ） 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 ア ニ オ ン 交 換 膜 と し て は 、 好 ま し く は 、 （ 株 ） ト ク ヤ
マ 製 ネ オ セ プ タ （ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ Ｅ Ｐ Ｔ Ａ ， Ａ Ｍ ― １ 、 Ａ Ｍ ― ３ 、 Ａ Ｍ Ｘ 、 Ａ Ｈ Ａ 、 Ａ Ｃ Ｈ 、 Ａ
Ｃ Ｓ 、 Ａ Ｌ Ｅ ０ ４ － ２ 、 Ａ Ｉ Ｐ － ２ １ ） 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 他 の 好 ま し い 例 と し て は
、 多 孔 質 フ ィ ル ム の 空 隙 部 の 一 部 ま た は 全 部 に 、 陽 イ オ ン 交 換 機 能 を 有 す る イ オ ン 交 換 樹
脂 が 充 填 さ れ た カ チ オ ン 交 換 膜 、 ま た は 陰 イ オ ン 交 換 機 能 を 有 す る イ オ ン 交 換 樹 脂 が 充 填
さ れ た ア ニ オ ン 交 換 樹 脂 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 上 記 イ オ ン 交 換 樹 脂 と し て は 、 パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン 骨 格 に イ オ ン 交 換 基 が 導
入 さ れ た フ ッ 素 系 の も の 、 ま た は フ ッ 素 化 さ れ て い な い 樹 脂 を 骨 格 と す る 炭 化 水 素 系 の も
の が 使 用 で き る が 、 製 造 工 程 の 簡 便 さ か ら 炭 化 水 素 系 の イ オ ン 交 換 樹 脂 が 好 ま し く 用 い ら
れ る 。 ま た 、 イ オ ン 交 換 樹 脂 の 上 記 多 孔 質 フ ィ ル ム へ の 充 填 率 は 、 多 孔 質 フ ィ ル ム の 空 隙
率 に よ っ て 異 な る が 、 例 え ば 、 ５ ～ ９ ５ 質 量 ％ と す る こ と が で き 、 好 ま し く １ ０ ～ ９ ０ 質
量 ％ で あ り 、 よ り 好 ま し く は ２ ０ ～ ６ ０ 質 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 記 イ オ ン 交 換 樹 脂 が 有 す る イ オ ン 交 換 基 と し て は 、 水 溶 液 中 で 負 ま た は 正 の 電
荷 を 有 す る 基 を 生 じ る 官 能 基 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 こ の よ う な 官 能 器 は 、 遊 離 酸
ま た は 塩 の 形 で 存 在 し て い て も よ い 。 陽 イ オ ン 交 換 基 と し て は 、 例 え ば 、 ス ル ホ ン 酸 基 、
カ ル ボ ン 酸 基 、 ホ ス ホ ン 酸 基 等 が 挙 げ ら れ 、 好 ま し く は ス ル ホ ン 酸 基 で あ る 。 ま た 、 陽 イ
オ ン 交 換 基 の 対 カ チ オ ン と し て は 、 例 え ば 、 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 、 カ リ ウ ム イ オ ン 等 の ア ル
カ リ 陽 イ オ ン や ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 陰 イ オ ン 交 換 基 と し て は 、 例
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え ば 、 １ ～ ３ 級 ア ミ ノ 基 、 ４ 級 ア ミ ノ 基 、 ピ リ ジ ル 基 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 基 、 ４ 級 ピ リ ジ ウ ム
基 ま た は ４ 級 イ ミ ダ ゾ リ ウ ム 基 等 が 挙 げ ら れ 、 好 ま し く は ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 基 ま た は ４ 級
ピ リ ジ ウ ム 基 で あ る 。 ま た 、 陰 イ オ ン 交 換 基 の 対 カ チ オ ン と し て は 、 塩 素 イ オ ン 等 の ハ ロ
ゲ ン イ オ ン や ヒ ド ロ キ シ イ オ ン 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 記 多 孔 質 フ ィ ル ム と し て は 、 表 裏 を 連 通 す る 細 孔 を 多 数 有 す る フ ィ ル ム も し く
は シ ー ト 状 の も の が 特 に 制 限 さ れ る こ と な く 使 用 さ れ る が 、 高 い 強 度 と 柔 軟 性 を 両 立 さ せ
る た め に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 か ら な る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 多 孔 質 フ ィ ル ム を 構 成
す る 熱 可 塑 性 樹 脂 と し て は 、 エ チ レ ン 、 プ ロ ピ レ ン 、 １ － ブ テ ン 、 １ － ペ ン テ ン 、 １ － ヘ
キ セ ン 、 ３ － メ チ ル － １ － ブ テ ン 、 ４ － メ チ ル － １ ペ ン テ ン 、 ５ － メ チ ル － １ － ヘ プ テ ン
等 の α － オ レ フ ィ ン の 単 独 重 合 体 ま た は 共 重 合 体 等 の ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 ； ポ リ 塩 化 ビ ニ
ル 、 塩 化 ビ ニ ル － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 、 塩 化 ビ ニ ル － 塩 化 ビ ニ リ デ ン 共 重 合 体 、 塩 化 ビ ニ
ル － オ レ フ ィ ン 共 重 合 体 等 の 塩 化 ビ ニ ル 系 樹 脂 ； ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ポ リ ク ロ
ロ ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン － ヘ キ サ フ ル
オ ロ プ ロ ピ レ ン 共 重 合 体 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン － ペ ル フ ル オ ロ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ
ル 共 重 合 体 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン － エ チ レ ン 共 重 合 体 等 の フ ッ 素 系 樹 脂 ； ナ イ ロ ン ６
６ 等 の ポ リ ア ミ ド 樹 脂 ； ポ リ イ ミ ド 樹 脂 等 が 挙 げ ら れ る が 、 機 械 的 強 度 、 柔 軟 性 、 化 学 的
安 定 性 、 耐 薬 品 性 等 を 勘 案 す れ ば 、 好 ま し く は ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 で あ り 、 よ り 好 ま し く
は ポ リ エ チ レ ン ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ポ リ エ チ レ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 熱 可 塑 性 樹 脂 か ら な る 多 孔 質 フ ィ ル ム の 性 状 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 薄 く か つ 強
度 に 優 れ 、 さ ら に 電 気 抵 抗 が 低 い イ オ ン 交 換 膜 を 形 成 す る こ と を 勘 案 す れ ば 、 そ の 平 均 孔
径 は 、 好 ま し く は ０ ． ０ ０ ５ ～ ５ ． ０ μ ｍ で あ り 、 よ り 好 ま し く は ０ ． ０ １ ～ ２ ． ０ μ メ
ー ト ル で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ２ μ ｍ で あ る 。 な お 、 上 記 平 均 口 径 は 、
バ ル ブ ポ イ ン ト 法 （ Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ３ ８ ３ ２ － １ ９ ９ ０ ） に 準 拠 し て 測 定 さ れ る 平 均 流 孔 径 を 意
味 す る 。 同 様 に 、 多 孔 質 フ ィ ル ム の 空 隙 率 は 、 好 ま し く は ２ ０ ～ ９ ５ ％ で あ り 、 よ り 好 ま
し く は ３ ０ ～ ９ ０ ％ で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ３ ０ ～ ６ ０ ％ で あ る 。 さ ら に 、 多 孔 質 フ ィ
ル ム の 厚 み は 、 最 終 的 に 形 成 さ れ る イ オ ン 交 換 膜 の 厚 み を 勘 案 す れ ば 、 好 ま し く は ５ ～ １
４ ０ μ ｍ で あ り 、 よ り 好 ま し く は １ ０ ～ １ ３ ０ μ ｍ で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は １ ５ ～ ５ ５
μ ｍ で あ る 。 こ の よ う な 多 孔 質 フ ィ ル ム に よ り 形 成 さ れ る ア ニ オ ン 交 換 膜 ま た は カ チ オ ン
交 換 膜 の 厚 さ は 、 通 常 、 多 孔 質 フ ィ ル ム の 厚 さ ＋ ０ ～ ２ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 薬 液 保 持 部 は 、 薬 剤 等 を 含 浸 保 持 す る 薄 膜 体 に よ り 構 成 さ れ る 。 こ の よ う な 薄 膜
体 と し て は 、 薬 剤 等 を 含 浸 し 保 持 す る 能 力 が 充 分 で あ り 、 所 定 の 電 場 条 件 の も と で 含 浸 保
持 し た イ オ ン 化 さ れ た 薬 剤 を 皮 膚 側 へ 移 行 さ せ る 能 力 （ イ オ ン 伝 達 性 、 イ オ ン 導 電 性 ） の
能 力 が 充 分 で あ る こ と が 重 要 で あ る 。 良 好 な 含 浸 保 持 特 性 と 良 好 な イ オ ン 伝 達 性 の 双 方 を
具 備 す る 材 料 と し て は 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 の ヒ ド ロ ゲ ル 体 （ ア ク リ ル ヒ ド ロ ゲ ル 膜 ） 、 セ グ
メ ン ト 化 ポ リ ウ レ タ ン 系 ゲ ル 膜 、 あ る い は ゲ ル 状 固 体 電 解 質 形 成 用 の イ オ ン 導 電 性 多 孔 質
シ ー ト （ 例 え ば 特 開 昭 １ １ － ２ ７ ３ ４ ５ ２ に 開 示 さ れ た 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル が ５ ０ モ ル ％
以 上 、 好 ま し く は ７ ０ ～ ９ ８ モ ル ％ 以 上 で あ り 、 空 隙 率 が ２ ０ ～ ８ ０ ％ で あ る ア ク リ ル ニ
ト リ ル 共 重 合 体 を ベ ー ス に し た 多 孔 質 重 合 体 ） 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 の よ
う な 薬 液 保 持 部 を 含 浸 さ せ る 場 合 、 そ の 含 浸 率 （ 乾 燥 時 の 重 量 を Ｄ 、 含 新 語 の 重 量 を Ｗ と
し て 場 合 の １ ０ ０ × （ Ｗ － Ｄ ） ／ Ｄ ［ ％ ］ ） は 、 好 ま し く は ３ ０ ～ ４ ０ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 イ オ ン 性 薬 剤 の 量 は 、 患 者 に 適 用 し た 際 に 予 め 設 定 さ れ た 有 効 な 血 中 濃 度 を 有 効 な 時 間
得 ら れ る よ う に 、 個 々 の イ オ ン 性 薬 剤 毎 に 決 定 さ れ 、 薬 液 保 持 部 等 の 大 き さ や 厚 み お よ び
薬 物 放 出 面 の 面 積 、 電 極 装 置 に お け る 電 圧 、 投 与 時 間 等 に 応 じ 、 当 業 者 に よ っ て 設 定 さ れ
る 。 そ し て 、 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤 の 量 は 、 上 述 の 通 り 、 イ オ ン 性 薬 剤 の 量 お よ び 安 定 性
等 に 応 じ て 適 宜 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 ま た 、 上 述 の よ う な イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 装 置 に お け る 好 ま し い 通 電 条 件 と し て は 、 以
下 の 条 件 が 採 用 さ れ る 。
（ １ ） 定 電 流 条 件 、 具 体 的 に は ０ ． ０ １ ～ ０ ． ７ ｍ Ａ ／ ｃ ｍ ２ 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ ０ ．
５ ｍ Ａ ／ ｃ ｍ ２ 、
（ ２ ） 上 記 定 電 流 を 実 現 さ せ か つ 安 全 な 電 圧 条 件 、 具 体 的 に は ５ ０ Ｖ 以 下 、 好 ま し く は ３
０ Ｖ 以 下
　 と い う 条 件 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 上 述 し た よ う な 各 構 成 材 料 の 詳 細 に つ い て は 、 本 出 願 人 に 係 る 前 記 特 許 文 献 ７ に
記 載 さ れ て お り 、 本 発 明 は こ の 文 献 に 記 載 さ れ た 内 容 を 含 め る も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 電 極 構 造 体 を 備 え た 、 イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 装 置 の 非 通 電 時 の 概 要
を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 電 極 構 造 体 を 備 え た 、 イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 装 置 の 通 電 時 の 概 要 を
示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
Ａ 　 イ オ ン 性 薬 剤
Ｂ 　 非 イ オ ン 性 医 薬 添 加 剤
１ 　 イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 装 置
２ 　 作 用 電 極 構 造 体
３ 　 電 源 装 置
４ 　 非 作 用 電 極 構 造 体
２ １ ， ４ １ 　 電 極
２ ２ ， ４ ２ 　 電 解 液 保 持 部
２ ３ ， ２ ５ ， ４ ３ 　 イ オ ン 交 換 膜
２ ４ 　 薬 液 保 持 部
５  ， ６ 　 コ ー ド
７ 　 皮 膚
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

(8) JP 2007-54288 A 2007.3.8



フロントページの続き

(72)発明者  松　村　健　彦
            東京都渋谷区恵比寿南１丁目６番１０号　恵比寿ＭＦビル１４号８Ｆ　トランスキュー・テクノロ
            ジーズ株式会社内
(72)発明者  中　山　鳩　夫
            東京都渋谷区恵比寿南１丁目６番１０号　恵比寿ＭＦビル１４号８Ｆ　トランスキュー・テクノロ
            ジーズ株式会社内
(72)発明者  秋　山　英　郎
            東京都渋谷区恵比寿南１丁目６番１０号　恵比寿ＭＦビル１４号８Ｆ　トランスキュー・テクノロ
            ジーズ株式会社内
(72)発明者  松　村　昭　彦
            東京都渋谷区恵比寿南１丁目６番１０号　恵比寿ＭＦビル１４号８Ｆ　トランスキュー・テクノロ
            ジーズ株式会社内
Ｆターム(参考) 4C053 BB07  BB32  HH01 

(9) JP 2007-54288 A 2007.3.8


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

